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1998年9月10日 ～16日 出張 北京
国家図書館(北 京図書館)
陳捷氏同伴。貴重書については1日4点 以内のきびしい規則があ り、11日午前 ・午後及び14日
午前を費や して下記4点 調査。善本室李際寧氏応接
○ 『令集解』線装25冊、 日本写本、小中村清矩旧蔵、朱師轍経眼、毎半葉8行 、行16字 、〈飛
青閣蔵書印〉〈星吾海外訪得秘笈〉印により楊守敬将来。3093
0『 令集解』残、存巻1-15、 日本写本、線装8冊 、〈古川氏蔵〉〈飛青閣蔵書印〉
〈朱師轍観〉印、毎半葉8行 、行16字 、欄上校記多。3758
以上2点 倶に清原家本系の転写本(近 世後期)と みられる。(『中国館蔵日人漢文書目』254
頁は 『令義解』に誤る。)
○ 『貞観儀式』線装5冊 、日本写本、毎半10行 、行21字 、行書体精写、〈飛青閣蔵書印〉
〈星吾海外訪得秘笈〉印、〈行事官〉〈行事官蔵〉印、「明治十年写之、徳川式胤」(巻1末 識語)。
3770
0『 元秘別録』勘文部6冊 、線装、 日本写本、毎半葉12行 、行約22字 、虫損不少、〈東京
師範学校図書印〉〈師範学校拂下之印〉あ り、又 〈飛青閣蔵書印〉〈星吾海外訪得秘笈〉印、
記事は巻6末 慶長 ・嘉福に終わり、以下余白、白紙18葉 附 き。3094
北京大学図書館
1998年9月14日 午後、15日 午前 ・午後調査。北京大学創立百年記念で堂々たる新館が完成して
いるが、当時なお旧館使用中により狭い善本古籍閲覧室で閲読。同室で李玉編 『北京大学図
書館 日本版古籍 目録』(北京大学出版社、1995、217頁)受 贈。本目録は、江戸時代末
以前の漢籍和刻本778種5023冊 と日本人の漢文 ・和文著作631種3778冊 を含み、
排架番号まで示されていて極めて有用。李盛鐸(1859-1937)旧 蔵書が善本の過半を占める。
○ 『成唯識論述記』存7巻10冊 沙門基(慈 恩大師)撰 折本鈔本、但巻3之 大部分及巻7末 、
以版経補配。存巻2本 ・末、3本 ・末、4、5末 、7本 ・末、8末 、10。 木箱2段 収納、
有虫損。日本无礙庵旧蔵、李盛鐸旧蔵。巻3末 応徳三年(1086)移 点識語、巻3本(版 本)
元久元年(1204)移 点識語。李盛鐸注記2條 。 李□4713
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○ 『佛果圜悟真覚禅師心要亅巻上下合冊 線装75葉 、〈題箋〉円悟暦応四年板、毎半葉11
行、行20字 、有虫損。暦応四年(1341)臨 川寺刊行本、末付癸未(1883)一 月素軒居士識語
4行 、李盛鐸識語2行 。 李□5514
0『 虎邱隆和尚語録』不分巻 線装1冊30葉(元)釈 嗣端編 日本旧刊本 毎半葉9行 、
行17字 、虫損大破、李盛鐸旧蔵、未写題記 「附与忍蔵主 文明三天春(1471)王 正月吉 日
光篤老衲(花 押)」。〈長慶禅寺〉印。 李□5308
0『 論語亅10巻 線装2冊 日本天文二年(1533)刊 本、毎半葉7行 、行14字 。楊守
敬 ・李盛鐸旧蔵。篇題下注 「何晏集解」4字 、但本文只印 『論語』本文而已。末附楊守敬跋
9行(光 緒癸未1883)、鈴 〈山西省提法使司印〉〈山西等承宣布政使司之印〉李盛鐸在任中捺印
か。 李□8762
0『 帝王編年紀』存巻1～10、13～21計10冊 線装毎半葉8行 、行17字 、虫損
日本写本、句読訓点送仮名、一部朱校。 李550
0『 続 日本紀亅存巻1～24計6冊 線装、毎半葉10行 、行22～24字 、行書精写
行間朱筆校記、初巻稍多、時付注釈、但乏精義。 李7857
0『 日本後紀』(『日本紀略』抄録か)20巻 線装10冊 毎半葉11行 、行20字 、白文、
日本写本、有虫損。 □2861
0『 日本紀略』11冊2函 線装 毎半葉9行 、行16字 、精写、日本写本、首部僅付句点、
含醍醐天皇～後一条院 長元九年(1036)□8112
0『 令義解』10巻4冊 線装 日本寛政十二年(1800)刊 本 毎半葉8行 、行17字 少
虫損、鈴 〈日本興亜院寄贈図書記〉印。 日390-921/3716
0『 烈祖成績』20巻10冊 線装、精写 安積覚撰 享保一七年(1732)序 、起天文二十
年、終元和二年四月、鈴 〈賜蘆文庫〉印。5560
0『 本朝文粹』14巻5冊 線装 日本写本(刊 本写 し)毎 半葉10行 、行21字 、句読
訓点送仮名、虫損。4099
0『 倭訓類林』7巻4冊 線、装 日本写本 毎半葉8行 、行17字 、双行注 虫損、上欄朱
字注、墨字校、鈴 〈志毅堂章〉〈日本興亜院寄贈図書記〉印。 日423.14/2094




○ 『香字抄』上下2冊 日本鈔本 上冊79葉 ・下冊71葉(末 白紙2葉)首 存文素松(舟

















○ 『逸史』12巻5冊 中井積善撰 寛政八年(1796)脇 屋長之序、寛政十一年五月撰者進
牋、精写、明和庚寅(1770)i撰 者題辞、 目録自永禄三年至元和二年、〈頤□居士〉〈佐々木蔵
書〉〈上海図書館蔵〉印。825379
0『 傳習録欄外書亅上中下3冊 線装 一齋居士稿本、 毎半葉10行 、行16字 、双行注
多、下冊末天保元年(1830)臈 月念六 日江都佐藤坦大道書於愛 日樓南軒。 〈古袰室」黄氏孝」
直蔵書〉印。104351
0『 證治古言』上下2冊 線装 鈔本 江友益撰、寛政己酉(1789)序 。404648
404649
0『 安政元暦』4巻4冊 鈔本 小出修喜閲編、小出光教訳撰、巻-32葉 、巻二46葉 、
巻三41葉 、巻四39葉 、「小郷蔵書」107341
0『 隔韓論』1冊 線装 鹽谷世弘著 安政己未(1859)題 首、川島達書、巻末、大嶋信書、
快風堂刻本、有王韜批語。7122
0『 金元章詩』不分巻1冊 線装 鈔本 金子元章撰、明治14年5月 菅定模序、上欄存朱
字訂補、本文中有朱筆訂補添作、末附鉛筆書七言律四季景4首 、其後附遊紙3葉 、本書可能
習作。8010
0『 養浩堂詩集』2巻2冊 線装 楷書精写、宮島誠一郎撰、毎半葉紅格10行 、行20字 、
従庚辰元旦(1880)至 甲申十一月(1884)。 〈龍〉(円印)、 〈楡生珍蔵〉、〈上海図書館蔵書〉印。
390352
0『 片石共語齋印譜』1冊 線装、 江間俊刻、明治甲申(1884)成 、〈江間俊印〉。
433907








筆者は1996年4月 に 「中国現存日本古文献の一端一特に楊守敬将来品一」 という一文を 「日
本歴史」575号 の歴史手帳欄に寄稿 した。そこで述べた所を略引すると、
海外にある日本の古文献 といえば、 … 隣国の中国にも少なからぬ収蔵の存するこ
とが、近年おいおい知られるようになって きた。なかんつ く明治13年 ～17年 に来日した
清末の著名な学者楊守敬(1839年 ～1915年)の 齎 し帰った書籍 ・写経 ・寺院文書などは、
その量の膨大 さと質の高さにおいて比類を絶 している。 … 彼は清国中日大使何如璋
の招 きに応 じ来日、約4年 の逗留の間に継任の公使黎庶昌の知遇を得、黎の 『古逸叢書亅
編纂に協力 したことも広 く知 られる。他方、巌谷一一六 ・日下部鳴鶴 ・松田雪柯 ら書家達
と深 く交わ り、北派書法を伝え明治の書壇に画期的影響 を与えたが、同時に森立之ら優
れた古典文献学/書 誌学の達人と親密な交流を重ね、日本伝世の中国書籍の価値を知 り自
らその収集に力を尽 くした。楊の集収はもとより漢籍に重点があ り、渡来漢籍 とその和
刻本 ・日本写本を主体 とするが、付随的に和書や 日本の記録 ・文書 も含んでいる。楊が
実見著録した 『日本訪書志亅(1897)に は古版 ・古鈔の善本二三五部を載せ、その捜訪の
博 さと見識をうかがうに足 り、その多 くが楊の手で中国に齎されたのである。そ してそ
こには未載のものを含め、厖大な将来文献がどの ような内容のもので どこに現存するの
か、近年まで知られるところ乏しかった。
楊氏収集の中核 をなす善本類は、観海堂文庫 として故宮博物院(台 北)に 約千五百余
部一万五千余冊現蔵され、 さいわいその内容は慶応義塾大学斯道文庫の阿部隆一 ・尾崎
康氏の実査 を通 じかな り明らかにされている(阿 部 『増訂中国訪書志』汲古書院、
1983・1～170頁)。 そこには数十点の和書が混在 し、なかに平安末写の類書 『幼学指南鈔」
残本10冊 や狩谷望之 『古京遺文』『日本国現報善悪霊異記附考証』の自筆草稿本等種 々
注意を引 くものが存する。…右のほか楊氏将来本は北京図書館を始め、北京大学図書館
蔵李盛鐸旧蔵本にも少なからず含まれ、新刊の 『中国館蔵和刻本漢籍書 目』(王宝平主編、
杭州大学出版社、1995)に は中国国内諸図書館 に散在する楊氏旧蔵本(和 刻 ・和鈔)十
数点が登載される。





が十数点(多 く一二 ・一三世紀 に属 し、高山寺 ・方便智院などの印 も見える〉含 まれて





















図書館 をは じめ、全国各省 にわたって六八館に上る主要図書館 に現蔵 される漢籍和刻本 と、
日本人が漢文で撰述 した書籍 を実査 して分類編 目されてお り、前者に計五二六六点、後者は
計二四二三点に達する。和刻本には刊本の他写本 も含 まれ、明治時代以前を原則 とするが、










































































































































計四二点 を算する。これらはいずれも漢籍であ り和書は見出されない。結局故宮 ・中央図書
館を併せ て元刊以前の漢籍七四六点があるに比 し、和書は三九点で20分 の1強 にす ぎない。
楊氏コレクションの和書は、日人の撰 した淺 籍の注釈等漢籍十四点を加えても、全体の十数
分の一にとどまり、漢籍蒐書に偶然混入 したもの とみなされよう。
しか し 『日本訪書志亅を撰した楊氏は、華人には珍 しく、日本の古籍に深い関心を寄せた
極めて稀有な存在である点に変りはない。 日本善本の題跋として、『日本訪書志」は現在でも
外国人の著 した代表的書誌としてひろく参照されているのである。『日本訪書志」収録書を分





礼 二 三 一
春秋 七 二
孝経 四
四書 六 三 一・
小学 三九 四 一
叢書 一・
計 六六 一七 三 合計入六
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雑家 六 一 一
小説家 九
類書 一九 一・ 一一
釈家 十四 一 一・
道家 三 一 一
計 九七 十四 六 合計 一一七
集 部
楚辞 一
別集 三〇 一〇 二
総集 二八 一 四
詩文評 一
計 五九 一一 七 合計 七七






















































































































年 紀 等 印 記 備 考
行儀 嘉承3年(1108)6月8日高山寺 上海市人民委員会注進千手御修法
七箇月支度事 812421/50/B87582佛 教佛會 保 安4年(1123)9月18日楊印守敬 文物保管委員会
1巻15紙324行 僧 寛 ・ 星吾海外訪得祕笈 のラベル貼付
千手法 高山寺














(背12紙) 正 平7年(1352)卯 月3日星吾海外訪得祕笈
龍 供 延應元年(1239)6月14日心蓮院
812432/W/B914101佛 教真言宗拜勅修事報恩院書冩之 楊印守敬
1巻4紙93行 (0121) 求法弟子青玉 星吾海外訪得祕笈
求聞持法 寛 元2季(1244)5月14日 同上
812433/50/B99082佛 教佛會 書之 方便智院 〈玉偏(篇)〉
1巻5紙92行 仁真之本 槙字条引用
求聞持法 息突 寛元2季(1244)5月13日




1巻14紙+白 紙219行 之比病中令…… 楊印守敬
涅槃講式 天文元年(1532)2月15日
812431/50/B88683同 上 大佛事 星吾海外訪得祕笈 同上
1巻18紙252行 良俊写本
須真天子經巻中、巻下
番 古寫經影照本2巻 2總 記図書・ 神護景雲2年(768)5月楊印守敬







石橋犀水 ・石橋鯉城監修、杉村邦彦 ・難波清邱編 『楊守敬とその交友展図録亅中教出版90年8月
温井禎祥 「楊守敬 日本訪書の経緯 と文化的貢献」大正大学研究紀要79輯94年3月23-51頁
陳 捷 「関于 《清客筆話》及其価値一日本所蔵楊守敬資料解題之一」 原学第5輯(北 京大学原学編委
会編 中国広播電視出版社96年7月)336-52頁
陳捷整理 「清客筆話(楊 守敬与森立之)」(謝 承仁主編 『楊守敬集』第13冊 湖北入民出版社 ・湖北教
育出版社97年6月)511-55頁
陳 捷 「楊守敬と宮島誠一郎の筆談録」(中 国哲学研究12号98年3月)96-158頁
陳 捷 「関于楊守敬与岩谷修筆談資料的初歩考察一 日本所蔵楊守敬資料解題之二」(98年6月)99-110頁
李 慶編注 『東瀛遺墨(近 代中日文化交流稀見史料輯注)』 上海人民出版社99年5月
陳 捷 「明治前期における日中文化交流に関する一考察一楊守敬 と彫り師木村嘉平との関係をめぐっ
て」(浙 江大学日本文化研究所編 『江戸 ・明治期の日中文化交流』農山漁村文化協会2000年10月)
87-114頁
陳 捷 「日本における楊守敬の訪書活動」(文 学2巻3号 岩波書店01年5-6月)81-92頁





『学芸複合構造体(コ ーパス)と しての寺院経蔵の綜合的研究一高山寺の場合を例 として亅99年3月
322頁
が公刊されている。
1999年11月21～31日出張 上海 上海師範大学、寧波 天一閣博物館、













○ 『毛詩 品物圖攷 』 岡元鳳纂輯7巻3冊 天 明甲辰(1784)孟 冬速木孔恭跋(樔 氏藏書)
(広東人 民図書館図書)印90/1,2
0『 輟耕録 』(元)陶 宗儀撰30巻8冊 至正丙午(1366)孫 大雅序(板 阪立誠)印(広 東
人民図書館図書)(広 東省立図書館珍藏印)印,其 他5種 印 有朱点朱校90/11
0『 大方広佛華厳:経演義鈔』(唐)澄 観撰63巻106冊 杭州昭慶寺仙橋東首経房楚林印行,
嘉靖戊午(1558)中 秋沙 門圖崑書写,銭 謙益朱筆 円点枇校.
和書等日本美系書目録
日文講義 北平朝陽大学編 同大排印本 民国1册
日本七十三義侠傳3巻(清)軸 曇編 光緒24(1898)排 印1册
日本大災氾(日)刧 餘生輯 哈尓濱書局 石印1册
日本小学教育制度 戡翼輦鷂 光緒27年(190D排 印1册
日本文部省滑革略 教育世界出版所刊 刻本1册
日本文学史2巻 謝六逸著(影 印本)上 海書店1991年12月
民国叢書第3編57拠 北新書局1929年 版影印1册
日本民事泝訟法論綱 高木豊三著 隊与年譯1912年 上海商務排印2册
(節譯)日 本田中内閣対満蒙積極政策奏章 田中義一撰 湘潭県谷記昌商店排印 民201册
日本四十七侠士傳 存巻1青 山延光著 奈亞書局排印 残本1册
日本史料雜鈔 不分巻 不著撰人 存11-37頁 抄本1册
日本史略 附師船考 阿波,岡本盗著 光緒20(1894)1册
日本史講義 李宗武編 排印1册
日本外史22巻 頼襄著 敕長刻本 明治27年(1894)12册
日本外史22巻 頼襄著 銭懌坪閲 光緒4刻 本4册






日本地理兵要10巻 姚文棟著 同文棺聚珍本 光緒10(1884)8册
日本近世史 楊適夷講述 排印1册
日本近世豪傑小史4巻 商務印書棺編 光緒29(1903)商 務排印1册
日本法規大全 劉崇傑等譯 商務排 印 光緒33(1907)81册
日本法規解字 銭恂,董 鴻幃 編纂 商務排印 民2(1913)1册
日本河渠志 傅雲龍著 排印1册
日本金石年表 西田宜養輯 潘祖蔭刻本 銭装1册
日本金石志5巻 ・ 傅雲龍述 光緒15(1889)石 印(日 本図経之 中)6册
日本帝国海軍之危機 盛田曉著 林汝魁等褝 民4(1915)排 印2册
日本帝国憲法義解 伊藤博文撰 沈紘譯 光緒23(1897)金 粟斎印 商務排印1册
日本帝国憲法義釋 伊藤博文撰 沈紘譯 光緒27(1901)金 粟斎譯行 排印本1册
日本軍事教育蝙 錢恂編 光緒26(1900)排 印1册
日本政治地理7篇 矢澤 昌永原著 陶鎔譯述 光緒28(1902)商 務排印1册
日本政俗襭要 蕭鴻鈞纂輯 光緒21(1895)排 印1朋
日本陸軍動.員汁劃令 陸軍省編 民32(1943)国 防部排印1冊
日本陸軍士官学校中華民国留学生名簿 郭榮生校補 文海出版影 印 近代中国史料
続編37輯3701976年1冊
日本陸軍動員計劃令鈿則14章 附汞1冊 陸軍省編 国防部排印(3部)民33(1944)4册
日本商律 丸山長渡著 湖北商務扱嬉譯 光緒27(1901)刻 本1冊
日本現時教育 吉村寅太郎著 羅振常譯 明治31(1898)
附日本高等学校規則要覽 小野磯次郎編 周雉新譯
幼稚教育恩物圖悦 關信三纂輯 小俣規又譯1冊
日本現勢論 日本東邦協会原本 養浩斎主人輯譯 排印1冊
日本国手丈和奕譜 日本丈和撰 文瑞楼 石印 民17(戊 辰)(1928)4冊
日本国志40巻 首1巻 黄遵憲著 文海出版社 民63(1947)3冊
近 代中国史料叢i刊続蝙10輯96
日本 国志40巻 黄遵憲蝙纂 匯文書局 光緒24(1898)刊 本14冊
日本 国志40巻 黄遵;憲蝙纂 上海書局 石印 光緒27(1901)4冊
(影旧鈔本)日 本国兄在書目1巻 藤原佐世奉勅撰 光緒10(1884)影 印 古逸叢書之19
1巻
日本源 流考22巻 王先謙撰集 清刻本 存4册(巻7-22)
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日本新史攬要 石村真一蝙輯 游瀛:主人譯 石 印 光緒25(1899)7冊
(奈 洋)日 本新史攬要 石村真一蝙輯 游瀛主人譯 石印 光緒25存5冊(欠 巻2,3)
日本新政攷2巻 顧厚現著 光緒20(1894)上 海 書局石印1冊
日本恃文集63巻 存31巻(日 本)魯 宜纂 放浪嘘社石 印 存6册
(欠巻1-6,11-20,33-37,49-59)
日本活文教程2巻 劉杙貴編 南路師範学堂 排印1朋
日本圖径30巻(欠 巻1-3)残27巻 傅雲龍述 排印本 存13册
日本雉新三十年史 東京博文棺錦 羅普譯 上海広智書局排印 光緒31(1905)6朋
日本錐新史12編 東京博文棺輯:夢 孝高譯 光緒23(1897)排 印6册
附30年 向国勢進歩表 東京博文棺鎮輯:
日本雉新英雄兒女奇遇tiG長 田偶得著 原 口増一譯 上海広智書局排印 光堵29(1903)
1册
(中等教育)日 本歴史 萩野 由三著 劉大猷譯 教育世界社石印本 光緒27(1901)
5册
(新撰)日 本房史問答 岡野英太郎著 逸人板喬譯 上海広智書局排印 光緒29(1903)
1册
中日戰亊資料 佚名輯 近代中国史料叢刊 第4輯35民55(1966)文 海出版社 影印
1册
日本学制大綱4・ 巻 泰東 同文局撰 橋本武譯 泰奈同文局石印 光緒28(1902)4册
日本發召侠士傳2巻 愚 山真軼 郎述 神戸奈亜書局 排印 光錯24(1898)2册
日本雜事侍 黄遵憲著 近代中国史料叢刊続蝙第10輯95文 海出版社 影印
民63(1974)1册
日本議和氾略 欠名縮 近代中国史料叢刊続編第18輯176～8文 海出版社 影印
民64(1975)1册




2000年5月1日 ～6日 出張 台北
国立中央図書館台湾分館 笠谷和比古先生等数名 と同行、2日 ～5日 の4日 間午前 ・午後
調査。本館蔵書については 『国立中央図書館台湾分館線装書 目録』(1991年6月 刊、W+792







○ 『唐土名勝図会続編』存6冊 、虫損、 第1冊 文、第2～6冊 絵図。「大正10年4月12
日購求」、江戸刊本 〈台湾総督府図書館蔵〉〈台湾省立台北図書館蔵書章〉印、岡田氏旧蔵。
4803
0『 五経図彙』3巻3冊 松本愚山編纂 林師彪校、虫損、寛政辛亥(1791)平 信庸序、天
明五年(1785)官 准、寛政三年8月 発行、巻上易 ・書、巻中詩、巻下春秋 ・礼。
AO984/4859和264
0『 昨非菴 日纂』20巻5冊 鈔本 文政乙酉(1825)水 西亭居士写。
07568713
を見た。なお和刻本として下記がある。
○ 『大眦盧遮那成佛神変加持経供養法』6冊 嘉吉元年辛酉(1441)権 律師覚増刊。
09013
0『 鐔真文集』存巻10・11、1冊(宋)釈 契嵩撰、日本旧刊本。09019
上に挙げた 『線装書 目録』には6405点 に上る漢籍 ・和書が分類収録され、詳細な排架番
号を附し日常閲覧者の利用に供 されている。用紙 も厚い上質紙を用い製本も堅牢であ り、梁
津南主任以下複数の館員の3年 にわたる尽力に成る。本目により6千 数百点の旧籍 を一覧 し
得るのは大 きなメリットなが ら、若干の問題 も含んでお り、以下気付いた所を略記 して将来
の改善に資したい。
分類が新書を基準とする 「中国図書分類法」により、分類項 目内では書名の筆画順排列と
なっている。旧籍 と新書の混在する本 目では、本の年代順排列が望 ましい。また分類の總類
の中が、革命文庫 ・目録学 ・類書 ・普通論叢 ・普通叢書 ・群経の6項 に分たれる。そのうち
普通叢書(0305-0574)に は叢書とそうでない個々の書が混在 してお り、甚だ しい
混乱を示す。この点は根本的改訂 を要す。なお普通論叢(0228-0304)の 中に 『歴
代小史』(0296)の 如 き叢書や子部雑家の他に、経部に普通入れる 『白虎通徳論』や子部




『列祖 成績 亅(3561・3726)、 『華 陽国志 亅(2381・2856)、 『籌辨夷務始末 亅(1
918・2471)、 『隷 篇亅(3919・4094)、 『彙刻書 目亅(0130・0515)、 『韓
詩外伝 亅(0651・4276・4992)、 『環鏡楼唱和 集」(3325・4989)、 『蔵名
山房 文初集亅(4580・5768)、 『譚祖安 先生手写 詩冊」(5008・6252)、 『興 賢
吟社 百期詩集亅(3323・4982)、 『倪雲林 先生詩 集』(4441・4829)、 『李 長吉
歌詩亅(0379・4706)、 『格致課芸彙編」(0263・4145)、 『粤 西金石略亅(28
76・3901)、 『台湾雑詠合刻亅(3285・4937)、 『夢 界遺文 亅(4171・574
4)、 『蒼海全集亅(4532・5746)、 『蘇元存稿」(4191・5777)、 『尓雅 亅(06
42・4070)、 『蒲留仙遺著考 略与志 異遺稿」(4531・6467)、 『夢覚 山荘古稀記念
集」(3290・4268)、 『網渓詩集』(3297・4947)、 『籌済編 』(1674・20















































4,肩 鵲傳略考(日)崛 川 済 撰






耆宿丁福保先生(日)松 枝 茂 著 抄本
(彷宋本)黄 帝内経素問 二十四巻(唐)王 冰著
日本安政 四年(1857)拠 明顧從徳彷宋本翻刻
(重広補注)黄 帝内経素 問靈樞 各二十四巻 附校勘記
(唐)王 冰 著(宋)林 億等校
日本寛文三年(1663)日 本中尾氏藏板刻本
素問入式 運気論奥(三 巻)(宋)劉 温舒 撰
日本正保三年(1646)日 本刻本
日本寛永刻本
(新刊)黄 帝 内経靈樞 二十四巻(宋)史 菘音釋
日本繍谷 乖林 周 日 校刻
素 問玄機原病式(金);劉 完素(守 真)著[河 間】
日本元禄三年(1690)日 本刻本(愚 齋)
黄帝内経素問昊樞注証発微(各 九巻 補遺一巻)(明)馬 蒔 注
日本寛永五年(1628)翻 明萬暦:十四年(1586)
宝命堂刊本(素 問九巻)
内経知要(二 巻)(明)李 中梓(念 我,士 材)輯 注
(清)薛 雪 校
日本寛文二年(1662)武 村市兵衛刊本
素問箚記(三 巻)(日)喜 多村宜寛 輯
抄本
二経類纂(三 巻)(日)椿 庭山田 輯
日本安政二年(1855)抄 本




難経本義(二 巻)(元)滑 寿(伯 仁)本 義
日本翻印 昊中衍 校本
難経集注(五 巻)(明)王 九思(敬 夫)輯[鄂 県】
日本文化元年(1804)濯 纓堂藏板刊本
(王氏秘傳)圖 注八十一難経評 林捷経統宗(六 巻)
(明)王 文潔圖注
日本翻刻万暦劉氏安政堂刊本
難経経釋(二 巻)(清)徐 大椿 釋
日本寛政十二年(1800)翻 刻聿修堂藏板





倹寒論(十 巻)(漢)張 機 著(晋)王 熙(叔和)貌次
(宋)林 億 校正
日本安政三年(1856)日本観理藥室据明赳升美本翻刻本
類証活人書(二 十二巻)(宋)朱 肱(翼 中)著[昊)判
日本寛政十一年(1799)皇 都書林翻刻本
金鏡内台方議(十 二巻)(明)許 宏(宗 道)集(清)程 永培 校
日本敬業楽群楼板刊本
傷寒論集解(十 巻)即"集 注傷寒論"
(漢)張 機 著(宋)成 無己注(清)張 卿子参注
日本翻刻本
傷寒尚論篇全書(清)喩 昌(嘉 吉)著(清)徐 彬(忠 可)参 訂
日本元禄九年(1696)日 本刻本
傷寒論後条辨(十 五巻)(清)程 應旄(郊 倩)著[新 安】
日本宝永元年(1704)博 古堂刻本
傷寒溯源集(十 巻)(清)銭 漬(天 来)著[虞 山]
日本享和三年(1803)日 本据康熙間刻本翻刻本






康治本傷寒論(日)戸 上 重較(玄 斐)標 註
日本安政五年(1858)京 都書林刊本
日本昭和四十年(1965)日 本民族医学研究所復刊本
医経解惑論(三 ・巻)(日)内 藤希哲 著
日本文化元年(1804)崇 古堂刊本













傷寒啓微(医 学質験仁集)(三 ・巻)(日)片 倉元周 撰
日本寛政五年(1793)刊 本(封 底作"傷 寒啓微奥書"
書口作"静 儉堂")
傷寒外佑(三 巻)(日)橘 春暉 著
日本寛政八年(1796)日 本:黄華堂藏板刊本
校正傷寒論(十 巻)(漢)張 機 著(日)浅 野徽 校
日本寛政九年(1797)拙 庵藏板刊本
傷寒論精義(五 巻)(日)原 元麟(子 振)著
日本文化元年間 昭昭坊刊本
傷寒論正義(日)東 洞先醒 口説 秦蘭斎貞幹識
日本抄本
傷寒広要(十 二巻)(日)丹 波元堅 著
日本文政十年(1827)存 成藥室刊本



















(日)中 川 故 著
日本文政十年(1827)刊 本
































雜病辨要(二 巻)(附)雜 病補亡論(一 巻)
(日)浅 田惟常 著
日本安政四年(1857)朕 腋書院活字本
皇漢医学(三 巻)(日)湯 本求真 著
日本昭和三年(1928)南 江堂
(新刊)医 工入式(三 巻)(日)土 岐重之 著
日本寛文七年(1667)日 本刻本
医学鈎玄(三 巻)(日)香 月牛山(啓 益)撰
日本柳枝軒刊本




(益軒先生銓定)頤 生輯要(五 巻)(日)竹 田定亶
日本正徳四年(1714)日 本刊本



















脉因証治(丹 溪朱氏脉因証治)(四 巻)日 本抄本
豚訣刊誤(詠 訣刊誤集解)(元)戴 起宗(同 父)撰(明)汪 機 補訂
日本寛永十九年(1642)刊 本
(鏤太上天室)太 素(張 神仙)脉 訣 玄微綱領宗統(七 巻)(明)張 太素 著
日本寛文三年(1663)日 本拠明萬暦年間安正堂刊本翻刻









二家診汞(日)岐 山診法 谷嶋武 正記
日本抄本




舌胎図悦(日)土 田敬之(恕 庵)纂 述
日本昭和十年(1935)浅 妻屋書店
病因診侯一豚法真知(即"脉 法手引草")














漢方療法(診 断一‾7処方)(日)大 塚敬節 著
日本昭和三十二年(1957)日 本雄弁会講談社







































































(日)浅 田惟常 口授 浅田惟數 筆記
日本 明治十一年(1878)勿 誤藥室活字本
(明)李 時珍








(日)工 藤祐 須崎忠助 著
日本大正十一年(1922)東 京川流堂
(日)青 木信一 著:
日本昭和七年(1932)東 京金童堂
(日)青 木信一 著
1934年 東京木村書店
日本博物研究会 編
日本昭和十年(1935)東 京 国民教育会
(日)刈 米正夫
1942年 東京三省堂
(日)東 丈夫 著
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中南支ノ藥用有毒植物写真集
農家副業藥用植物栽培法
藥草の利用と栽培法
本草和名(二巻)
能毒全
藥性提要
コ経類纂服法類
日本昭和十七年(1942)東 京東亞旅行社
(日)姚 井宜幹
日本昭和十九年(1944)
(日)岡 村猪之助
日本大正J`年(1919)東 京実業之日本社
(日)谷 本亀次郎
日本昭和十六年(1941)東 京泰文館
(日)深 江輔仁 輯
日本大正十五年(1926)東 京古典全集刊行会影印本
(無著撰者)
日本抄本
(日)多 紀先生 簽定
日本文化四年(1807)広 元堂刊本
日本抄本
